
次
に
、
豊
か
な
自
然
と
調
和
す

る
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
と
生

活
安
全
の
強
化
を
め
ざ
す
、
う
る

お
い
の
南
富
良
野�
快
適
な
生
活

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

□
地
域
基
盤
の
整
備

　

地
域
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

道
路
交
通
網
の
整
備
と
し
て
町
道

幾
寅
鹿
越
線
の
改
良
お
よ
び
舗
装

工
事
、
幾
寅
北
１
線
歩
道
改
良
工

事
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
道
維
持
管
理
に
必
要

な
除
雪
ド
ー
ザ
を
更
新
す
る
た
め
、

必
要
な
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。

　

道
道
の
整
備
は
、
落
合
停
車
場

線
の
第
２
架
道
橋
改
良
工
事
が
継

続
さ
れ
、
国
道
２
３
７
号
で
は
、

金
山
地
区
舗
装
修
繕
工
事
、
金
山

地
区
植
栽
工
事
お
よ
び
岩
根
橋
他

２
件
の
耐
震
補
修
工
事
、
国
道　
３８

号
で
は
、
落
合
橋
耐
震
補
修
工
事

と
狩
勝
峠
防
護
柵
補
修
工
事
が
そ

れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
狩
勝
第
１
ト
ン
ネ

ル
の
掘
削
が
順
調
に
進
め
ら
れ
、

本
年
７
月
に
は
貫
通
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
串
内
橋
に
つ
い
て

も
本
年
度
上
部
工
の
工
事
に
着
手

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

河
川
整
備
で
は
、
旭
川
開
発
建

設
部
に
よ
る
、
下
金
山
地
区
空
知

川
つ
り
橋
付
近
の
河
道
整
備
の
調

査
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
一
体
運

行
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

□
生
活
環
境
の
整
備

　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

公
営
住
宅
の
整
備
と
し
て
、
公
営

住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に

基
づ
き
、
幾
寅
し
ら
か
ば
団
地
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
１
棟

　

戸
を
建
設
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１６
　

下
金
山
団
地
に
つ
い
て
は
、
入

居
者
の
移
転
が
終
了
し
ま
し
た
の

で
、
解
体
撤
去
に
要
す
る
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
民
間
賃
貸
共
同
住

宅
建
設
促
進
事
業
お
よ
び
持
家
住

宅
促
進
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
定
住
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

水
道
の
整
備
で
は
、
落
合
地
区

簡
易
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
対
し
、

継
続
し
て
浄
水
場
新
設
工
事
お
よ

び
取
水
施
設
更
新
工
事
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
定
し
た
水
量
の
供
給

を
図
る
た
め
、
配
水
管
布
設
替
工

事
や
各
地
区
メ
ー
タ
ー
器
取
替
工

事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
で
は
、
岐
阜
町
工

区
の
工
事
を
継
続
し
下
水
道
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
衛
生
で
は
、
ご
み
処
理
に

つ
い
て
分
別
の
徹
底
お
よ
び
減
量

化
に
対
し
住
民
へ
の
理
解
と
協
力

を
求
め
な
が
ら
、
富
良
野
生
活
圏

一
般
廃
棄
物
広
域
分
担
処
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
冬

期
間
の
生
ご
み
収
集
を
週
１
回
に

見
直
し
、
収
集
費
用
の
節
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
般
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
分
別
と
減
量
化
の
取
り
組
み

や
可
燃
ご
み
の
再
分
別
焼
却
処
理

の
検
討
な
ど
、
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
適
性
効
率
化
管
理
に
努

め
、
そ
の
状
況
の
推
移
を
見
た
中

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
は
、
本
年
度
８
戸
分
の
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

□
生
活
安
全
の
確
保

　

生
活
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

消
防
・
救
急
体
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
稼
働
職
員
数　

名
体
制
を

１４

基
本
と
し
て
、
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
防
火
意
識
の
高

揚
や
高
度
救
急
救
命
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
体
制
に
万
全
を
期

す
る
た
め
の
要
員
確
保
と
し
て
、

下
金
山
分
遣
所
は
業
務
委
託
と
し
、

金
山
分
遣
所
は
職
員
１
名
体
制
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

救
命
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

町
民
に
救
命
処
置
の
普
及
伝
達
を

目
的
に
、
高
度
救
命
処
置
訓
練
用

人
形
を
購
入
す
る
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
分
団
統
合
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
の
事
情
を
考
慮
す
る

中
で
、
合
意
形
成
に
向
け
て
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

国
の
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
」
の
制
定
に
伴
い
、

住
民
の
避
難
方
法
や
安
否
情
報
、

救
援
方
法
な
ど
を
具
体
的
に
盛
り

こ
ん
だ
「
南
富
良
野
町
国
民
保
護

計
画
」
を
本
年
度
中
に
策
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
南

富
良
野
町
国
民
保
護
協
議
会
の
設

置
や
計
画
策
定
に
必
要
な
予
算
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

防
犯
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、

防
犯
協
会
お
よ
び
交
通
安
全
協
会
、

交
通
指
導
員
協
議
会
と
協
力
し
、

安
心
と
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
は
、
本
町

地
域
に
お
い
て
高
齢
者
を
狙
っ
た

悪
質
な
訪
問
販
売
が
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
の

充
実
を
図
り
、
よ
り
高
度
な
手
口

に
対
処
す
る
た
め
、
富
良
野
沿
線

５
市
町
村
に
よ
る
広
域
連
携
に
よ

り
、「
富
良
野
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
を
共
同
設
置
と
し
、
消
費

者
保
護
の
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
や

う
る
お
い
の
南
富
良
野

快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち
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防
犯
協
会
と
連
携
し
、
訪
問
販
売

な
ど
に
対
す
る
消
費
者
意
識
の
啓

発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

□
行
政
情
報
化
の
推
進

　

行
政
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
国
が
進
め
る
電
子
自
治
体
と

し
て
、
本
町
で
も
総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
を
整
備
し
て
管
理
運
用
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

総
合
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

導
入
後
６
年
を
経
過
し
更
新
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
の
で
、
関
係
予

算
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
シ
ス

テ
ム
更
新
に
合
わ
せ
て
巡
回
窓
口

車
「
や
ま
び
こ
号
」
で
の
印
鑑
証

明
や
住
民
票
の
即
時
交
付
を
可
能

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
を

図
り
、
更
に
「
や
ま
び
こ
号
」
は
、

各
地
区
を
毎
日
運
行
し
て
利
用
者

の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ａ
化
推
進
の
た
め
、

庁
内
端
末
機
器
の
整
備
に
伴
う
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
住
民
と
行
政
が
連
携
し
、

魅
力
の
あ
る
個
性
的
で
効
率
的
な

行
政
運
営
を
め
ざ
す
、
の
び
の
び

の
南
富
良
野�
共
に
創
る
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
ま
す
。

□
住
民
参
画
と
協
働

　

住
民
と
行
政
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
第
４
次
総
合
計
画
の
諸
施
策

の
推
進
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
の
設
置
や

移
動
町
長
室
の
開
催
、
町
長
へ
の

手
紙
な
ど
、
広
報
広
聴
活
動
を
展

開
す
る
中
で
、
住
民
の
町
づ
く
り

意
識
の
高
揚
に
努
め
、
住
民
参
画

と
協
働
を
形
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
地
区
の
町
内
会
は
、
地
域
主

権
型
社
会
に
お
け
る
相
互
扶
助
や

地
域
活
動
の
基
本
組
織
と
し
て
、

住
民
自
治
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
行
政
の
出
張

員
制
度
の
基
本
単
位
と
し
て
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
域
で
は
、
構
成
戸
数
の
減

少
や 
偏 
り
な
ど
か
ら
、
地
域
活
動

か
た
よ

を
維
持
す
る
た
め
町
内
会
の
再
編

を
望
む
声
が
多
く
、
平
準
化
し
た

適
正
な
規
模
と
な
る
よ
う
各
地
域

と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
と

と
も
に
、
従
来
の
出
張
員
は
、
平

成　

年
度
を
目
処
に「
行
政
区
長
」

１９
と
し
て
、
行
政
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
位
置
づ
け
を
さ
ら
に
明
確
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
を

継
続
し
、
各
地
区
町
内
会
の
地
域

活
動
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

を
促
進
し
な
が
ら
行
政
施
策
と
の

連
動
を
図
り
、
住
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
体
制
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
相
談
体
制
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
富
良
野
沿
線
５
市
町

村
の
広
域
連
携
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
生
活
の
多
様
化
や
社
会
生
活

環
境
の
変
化
か
ら
生
ず
る
複
雑
な

相
談
や
法
律
相
談
に
対
処
す
る
た

め
、
富
良
野
市
の
「
市
民
相
談
室
」

を
圏
域
住
民
の
相
談
窓
口
と
し
て

共
同
利
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
先
に
重
点
施
策
で
申
し
上
げ

た
ほ
か
、
臨
時
職
員
の
削
減
や
旅

費
の
見
直
し
、
職
員
研
修
の
見
直

し
を
す
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体

へ
の
報
償
費
の
廃
止
や
補
助
金
の

適
正
化
な
ど
、
見
直
し
可
能
な
も

の
は
速
や
か
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
平
成　

年
度
の
町
政
執

１８

行
に 
臨 
む
基
本
的
な
考
え
方
、
重

の
ぞ

点
施
策
や
第
４
次
総
合
計
画
を
推

進
す
る
主
要
事
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
し
た
。

□
予
算
の
状
況

　

次
に
、
平
成　

年
度
予
算
編
成

１８

の
考
え
方
並
び
に
概
要
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
総
額
が
、

前
年
度
比
５
・
９
％
減
と
な
り
、

極
め
て
厳
し
い
地
方
財
政
の
運
営

を
強
い
ら
れ
る
中
、
平
成　

年
度

１８

予
算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

「
重
点
施
策
」
や
第
４
次
総
合
計

画
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、 
取
捨 
選

し
ゅ
し
ゃ

択
と
集
中
の
視
点
に
立
ち
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
重
点
的
・
効
率

的
な
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
は
、
行
財

１８

政
改
革
の
重
点
期
間
最
後
の
重
要

な
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
常

経
費
に
つ
い
て
は
、
自
然
増
を
放

置
す
る
こ
と
な
く
事
務
・
事
業
制

度
の
見
直
し
を
行
い
歳
出
の
抑
制

に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
予
算
の
規
模
は
、

一
般
会
計　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

億
８，
３
４
７
万
６
千
円

３７

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計　

３
億
１，
６
３
８
万
６
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計　
　
　
　
　

３
億
９，
３
３
３
万
１
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計　
　
　
　
　

１
億
８，
９
４
２
万
９
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計　

２
億
５，
７
５
３
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計　
　
　

２
億
３，
１
８
７
万
８
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計　
　

２
億
４
６
９
万
８
千
円

総
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

億
７，
６
７
２
万
８
千
円

５３

と
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
、
町
政
執
行
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

の
び
の
び
の
南
富
良
野

共
に
創
る
ま
ち
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